
遺構の種類

第Ⅳ 章 遺

1 発掘遺跡の概観
6 ABO区の遺構は中央の道路状地区をはさんで, 束西 2群に大別される。本報告ではその西方

区(K～W地 区)と 中央区(IoJ地区)を主として扱い,東方区(A～ G地 区)は一部分だけを取上げ

た。東方区はまだ全貌を検出し終つていないので,報告の重点を遺構の層序別分類や出土木簡の問

題におき,個々の遺構やその配置などについては,A～G地区全体として後日に改めて記したい。

A遺 構 の 概 要

6 ABO区 でこれまでに検出された遺構には, 建物・井戸・柵 。土塁・浩・池および各種の土壊

などがある。これらの遺構は発掘地域のほば全域に分布しており,野井戸やごく一部の土残をのぞ

けば,その大部分が平城宮に関連するものであることは,遺構自体の建築的性格や伴出遺物によつ

て明瞭であつた。遺構の主体をなすものは建物跡である。その規模は多様であるが,方位は大多数

が真東西もしくは真南北に合つてお り,相当な大きさのものだけで44棟がこれまでに検出された。

これらの建物はいずれも礎石を用いない掘立柱式で,地区によつては,何重にも重複しているが,

これは何棟かずつが一組になつてぅ数時期に分れて造営されたからで,それがこの区の遺跡の大き

な特色となつている。建物跡 とよく似た掘立柱式遺構に柵跡がある。これには極めて小規模で造営

時期を判定し難いものもあるが,主要なものは,南北方向に走る 4条である。これらの柵は中央の

I・ 」 地区を東西両区から区分するだけではなく, 東西両区をも夫々2分して, 6 ABO区 を 5区

画に仕切つている。柵が南北方向の境界線であるに対して,東西方向の境界線と思われるものに溝

及び土塁がある。溝は礫敷の 1条を除けば,すべて簡単な素掘 りで,こ の地域の北縁に沿つて 1,

その少し南方に 1,南縁に沿つて 4の計 6条がある。このうち南縁の 2条は土塁の両脇に付属する

ものであり,礫敷の溝も土塁の如きものの雨落溝 と考えられる。なお,い くつかの濤は東西両区に

連なり,両区の遺跡が密接な関係にあることを示している。また以上の柵や濤の方位は,建物と同

じく真南北あるいは真東西を示す。こうした建物群とその境界遺構以外に,井戸,池,土渡などが

ある。井戸は建1///Jと 関連して配置され,西方区に 1,東方区に 2の計 3カ所設けられているが,平

城宮にかさわしくいずれも厚い檜材を井籠組にした大きなものであつた。池は西方区のみに 2カ 所

検出されたが,そ の一つはかなり広いもので,西方区のほぼ西半分を占めていた。これは初期の敷

地が原地形にあまり手を加えなかつたため生じたものであり,後には池を埋めたてた上にも建物が

造られた。他の一つはK地区にあり,池 というよりは放置された大きな土壊の感がある。土躾には

土器片やその他のゴミを廃柔するために掘つたものと,礎石などの廃材を埋め込んだものとがある

が,大部分は前者に属し,中央区両側と東西区の北半に多い。このうち最も注 目すべきは木簡の出

土をみたB地区西部の上壊で,前にも記したようにこの上残は遺跡の性格や年代を決定する基礎と
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なつた。その他にもO地区西北隅にあつて 1000個体以上の土器を埋没した上壊や, IoJ地区両側

の長大な土城などは包合する遺物が多量な点において他を引離している。以上が第
7次調査までに

明らかにされた 6 ABO区 の遺構の大要で,そ の種類と数量をまとめて記せば次のとおりである。

掘立柱建
/1B-44(東西棟-25・ 南北棟-19)・ 柵-4・ 溝-6・ 土塁-2・ 井戸-3・ 池-2・ 土残―約

20。 なおこれらの遺構を通じて,そ の廃絶の原因が火災であつたような形跡は全 くみられ なか つ

た。

B 6ABO区 西半部の遺跡

この地区は南と東を道路,北を濯槻水路,西を佐紀池の堤でそれぞれ限られた東西約 100m南北

約 80mの地域で,南側の道路沿いに住宅が数戸あるほかはすべて水田である。水田は K～Wの 12

筆に区分されるが,1筆毎に段溶があり, 地形は全体としては東北から西南に低くなつている。そ

の高低差はK地区の水田面を 0と した時,0地区で -43 cm,U地区で -88 cm,v地区で -126

cmと なつて,かなり大きい。調査によつて検出された遺構は,掘立柱建物20棟,同柵 2条,清・

土塁 6条,井戸 1所,池 2所,土娠数所が主たるもので,その他にごく小さな柱穴で柵状に連なる

ものや,野小屋状に並がものなどが数力所ある。個々の遺構についての詳細は次節にゆずり,こ こ

では遺跡の一般的な状況を各地区毎に記しながら,遺構の前後関係を考察しておきたい。

KoM地 区 (PLAN 6,PL.12～ 18)

この地区には建物 9棟,溝 2条,池 1所があり,今回の報告中で最も複雑に遺構が重複する地区

である。遺構は水田面より約 50cm下がつて床上のすぐ下から検出されはじめた。その面は北方で

は地山面であり,南部では盛土層上面であつた。地山は東北から西南にゆるく下がるので,盛土層

も南西に進むにつれて,少しずつ厚 くなるが,こ の地区内では 15cm程度にとどまる。そこでこの

地区では全面的に地山まで掘り下げ,全遺構を現わした後に,地層を検討する調査方法をとつた。

遺跡の説男にもそのほうが都合よいのでぅまず比較的簡単な SB 186か ら記述を進めよう。

SB 186ィ よ K・M両地区にまたがつてその南端に存在する。西妻柱通りは畦畔の下にあたつたの

で,その柱穴の検出は中央柱位置だけにとどめたが,東西 5列,南北 8列に並が方約 1.2mの柱穴

によつて 7間 ×4間切妻造り建物であることが知られる。棟通りに小さい穴があるのは床東跡と思

われる。これらの柱穴のうち,身舎にあたる7間 ×2間分には,南北 2つの柱穴の複合が見られ,

掘りかたの重複状況によつて北の柱穴が後に掘られたことがわかつた。この 7間 ×2間切妻造り建

物が SB 18併Bでゥ先の 7間 ×4間建物 SB 186-Aの後身と考えられる。これには床束跡は見当

らない。建物の北側柱通りに2カ所の土器を埋没した浅い土残があつたが,柱穴はその底から検出

されたから土娘は建物が廃絶した後のものであることが判引した。

SB 186のゴヒに,約 12mへだたつて,SB 194がある。建物は東西 7聞 ×南北 2間切妻造りで,

梁行方向の柱通りが前記 SB 186と そろうことが注意される。また両妻中央柱と北側柱列ですべて

の柱穴に重複がみられ,それらの重複状態から,北の柱穴が後に掘られていることが分つた。この

重複は南側柱列にはないから,のちに造営した建物では同じ柱穴を使つたらしい。この梁間の広く

なつた SB 194-Bが , SB 194-Aと きわめて密接な関連性をもつ後身であることは,明らかであ

ろう。 また柱列の一致や仕事の類似性で, SB 186-Aと SB 194-Aが同一時期の遺構であり (前

章の5群,以下同じ),そ の次の期に SB 186 Bと SB 194-Bカミ並存した (6群)こ とも容易に推定
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される。

この SB 194と 重なつて SB 191がある。 これは南北 5間 ×東西 4間の建物で,西入側柱列の

柱穴が SB 194の柱穴と重複し, SB 191の 柱穴がのちに掘られていることがわかつた σ群)。

また SB 191の東側の柱穴が池 (SG 180)の 埋土中から検出されたことも重要な事実で, これか

ら SG 180は 6群もしくはそれ以前と判明した。 なお SB 191の身舎内南寄 りに小さな柱穴が 3

行 4列に並がが GB 192),そ の造営時期は分らない。

次にその東側をみると,池のすぐ東側に南北方向に並が柱穴列は,一見しただけでは何棟分かわ

からないほど重複している。しかしよくみると,柱穴には 3種類あつて,そ のうち 1種類はやや方

向を異にし,北の方では他の柱穴と全 く重なつているのに,南へゆくにつれて少しずつ東へ離れる

ことが分る。そして他の 2種は,南北 2つの柱穴が同じ間隔で重なつてならがもので,】ヒの柱穴が

みな新しいから,これは 2棟分であると判断された。 方位の振れをもつた柱列 の建 物 が SB 176

で,常に重複する柱列の建物が SB 177の Aと Bである。SB 176でこれと対になる柱列は,約

6m西 にあつて,SG 180上 に重なる部分は柱穴がなく, 北に 2,南に 3個の柱穴をとどめる。そ

してこの両列の南北両端中央に妻柱穴があ り, この建物が南北 9間 ×東西 2間 と知られる。 一方

SB 177は ,東端道路沿いに並が柱列が,同 じように南北に 2個の柱穴が重複するものであるから,

これと対になつて,南北 7間 ×東西 2間の建物にまとめられる。 以上が SB 176と SB 177の主

体部であるが,SB 176に は東西両面に廂がつき,東廂の小柱穴が SB 177の 内部中央に,西廂は

SG 180の南と北とに認められる。また SB 176内 部の南北列 5個の柱穴は,SB 177-Aの 柱穴と

並列し,こ れがその西廂であつたことが分る。しかしこの廂柱列は SG 180の北に及ばず,重複も

していないから,SB 177-Aのみに南端 4間分の西廂があつて,SB 177-Bには廂が付かなかつた

ことになる。

SB 176及び 177の南端に,こ れらと重なつて SB 170が ある。 その東北隅部分では 4棟分の

柱穴が混在しているが,その中から SB 170の北側及び北入側柱列の柱穴をより出すことは,重複

しない南側の柱列を対照してたどれば比較的容易である。なお SB 170の 身舎内西端に,小柱穴の

SB 171が あるが両者の関係は SB 191に おける SB 192と類似している。 また SB 171の 東方

に,以上の 4棟に属さない柱穴が数個あるが, このうち SB 170の 棟通 りにあるものは, この建物

の床束穴かも知れない。ところでこれら 4棟の前後関係は,SB 176と SB 177の柱穴の重複から

は前者が古 く, また SB 170と SB 177西 廂の重複からは前者が古い。 しかし, SB 176と SB
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遺構の前後 170は重複する柱穴がないので, これだけでは前後関係が決められない。改めてこの地区の遺構全
関係

体をみると,まず SB 177と SB 194は , A・ Bの 2時期共にそれぞれ北側柱列がそろい,柱穴

の重複状況もよく似ているので,同時期 (5。 6群)と判断される。SG 180は , 6群以前だから建物

と並存してもよいわけで,そ う考えて池の形に注意すると,5o6群 の SB 177・ 186。 194及びそれ

以前の SB 170と は並存しうるが,SB 176と 並存しないことが分る。そ うすれば同じ 5群以前で

あつても,SB 176は SB 170(4群)よ り古いことになるが, これは SG 180と の並存を前提とす

る仮定であつて,ま だ決定的なものではない。この決め手は地層の検討によつて得られた。

最初に述べたように, この地区の西南部には地盤の低下を補 う藤土層が存在するが, これに第 1

期 と第 1期の 2層がある。 第 1期の盛土層は地山に接し, ほば SB 191西北隅と SB 170東 南隅

とを結んだ線から西南にあつてその西限は SB 191の 西側柱列延長線,南は SB 170の南入倶1柱列

?δ

2回の盛土
層
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Fig.2 遺構複合状況詳細図-1(g3狂:°
177)
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延長線附近でとどまる。すなわち,こ の盛土

は,東北を頂点とした三角形に現われている

地山に対して,ほぼ対称的に,頂点を西南の

SB 186中 心都付近においた三角形を形成し

ているわけである。この後,第 1期盛土層上

を合めて, 6 ABO区 西半部全域にわたる盛

上が行われた。それが第 I期 と名付けた盛土

層である。この第 1期盛土層は,ほぼK地区

の西北隅と東南隅とを結んだ対角線より西南

に存在し,第 1期盛土層上を うす くおおい,

第 1期盛土がなくなるところから厚 くなる。

これは西雨へ進むにつれて低下する地山上に

盛土して平らにするため順次厚さを増してゆ

検討してみると,SB 176の 柱穴のみ第 1期

盛土層上面から始まり,第 1期盛土におおわ

れるが, 他の SB 170・ 177・ 186な どの柱

穴および SG 180は ,いずれも第 1期盛土層

上面から掘られていることがわかつた。すなわち,遺構は地層によつて第 1期と第 1期に大きく分

けられ, SB 176はその第 1期に,以下の建物や池はすべて第 1期に属するのである。 SB 176 o

群)が SB 170よ り古いことはこれで明瞭であろう。こうした地層による分類は,結果だけを見れ

ば実に簡単であるが,実際にはなかなか難かしい。それは場所によつて土層の残存状態が異なるか

らで,こ のK地区の場合でも,第 1期盛土は,大部分が水日のために置1られ,部分的にごく薄くし

か残つていなかつた。したがつて2回分の盛土は,第 1期盛上のなくなつたところから第 1期盛土

が始まるといつた主に平面的な関係で検出されたわl‐Iで,よ く似た土層を 2期に分類すること自体

が困難であつた。第 1章でも述べたが, この盛土層の分類は第 5次調査にK地区と位置的に対称的

なC地区の調査を行つて,始めて明瞭になつたもので,先の結論はそれを基にして当地区の盛土層

を検討し直して得られたのである。

なお KoM地 区の遺構としては, 他に溝が 2条 (SD 141及び SD 126)ある。SD 141は第 I期

盛土層の下にあつて,地山に直接掘られており,SB 176の柱穴との切合いからも,済の方が古い

ことがわかり,こ の地区では一番古い遺構 (1群)である。また SD 126は濤底が上下 2重になつ

ており, 上のもの (B)は第Ⅱ期盛土に掘られ下 (A)は地山に直接開塗されていた。 したがつて

SD 12併Aは第 I期をくだらず (3群)Bは第 と期に属するが, SB 194-Bの 柱穴が高Bの埋土に

掘られているので,その下限は 5群 となる。

L・ N地区 (PLAN 7・ 8,PL 8・ 19-21)

ここでは KoM地区の南で,O地区の東端にある柵附近より東方の地域をあつかう。ここで検出

された主な遺構は,建物 6棟,井戸 1所,濤 盈 柵や土塁 3条,土壊 3所である。これらは層位に

ょつて3時期に分けられるので,まずこの地区の地層について述べよう。

く。こうした 2回 の盛土層と遺構との関係を
 書
構と盛土

S D 141と
S D 126

み撞撻
地区
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前項で記したようにこの地区では第 I期盛土層はなくなり,地山上に第 1期盛土層がある。この

盛土は地山の傾斜を補つて南西に進むにつれて厚 くなり,その上面は平坦にならず,ゆるい斜面を

なしている。この第 1期盛土層の傾斜をさらに緩和するために行われたのが第Ⅲ期盛土である。こ

の盛土層は,O地 区の西北隅とL地区の南縁中央入隅とを結んだ線付近から西南に存在し,第 1期

盛土層同様,西南にゆ くにつれて少しずつ厚 くなる。この緩和の状況を 1 第 Ⅱ層がごく薄いL地

区の東北隅, 2 第Ш層が始まるN地区北部, 3 0地区の西南隅 の 3地点で比較してみると,

第 1期盛土層上面は大約 1を 0と して, 2で -30 cm, 3で -70 cmであるのに対して, 第Ⅲ期

盛土層が加わると2で -20cm, 3で -40 cmと なる。*

遺構は地層との関係で次のように分類される。(N地区の南部は後述する。)

a 第Ⅲ期盛土層から検出されたもの。  SA 121・ SA 109・ SK l15

b 第 Ⅱ期盛土層から検出され,上面を第Ⅲ期盛上によつておおわれるもの。 SA 120。 SD 130・

SB l12。 SB l13・ SB l16o SB 182

C 第 1期盛土層上で検出されたが,第 Ⅲ期盛上の存在しない地域のもの。   SB 166 o SE 168・
SK 183・ SI)184

d 第 Ⅱ期盛土におおわれているらしいがやや不確実なもの。  SB 167

これを簡単に説切するとaは KoM地 区にはなかつたもので,こ の地域で一番新らしい遺構であ

るが,相互に重複していないから,全部が同時期か否かは判定し難い。 bは aょ りも古 く,その遺

構は相互に重複しているから, これがまた何回かの造営期に分類される。 Cには a,b両期のもの

が混入している可能性があり,判別は別の基準で行 う必要がある。 dは SB 167の柱穴が非常に小

さく, この付近の第 Ⅱ期盛土層が薄いために地山上でようやく確認したもので, これが第 Ⅱ期盛土

以前の建42yであることは,北方K地区の SB 176と の関連で明らかにされた。第 1期盛土層の範囲

が限られているから,K地 区以外でこの時期に関連した遺構は地山上に直接造営されて ヽヽ るわ け

で,こ の SB 167が それに当る。

次に全体の配置や各建物の規模などは,実測図によつて知られるから,各遺構について主要な点

のみをまず記そ う。SD 130は 第 1期盛土層上面に造られた石敷の溝で東から西へ流れる。その高

低差はL地区にある東端を 0と した時O地区の西端で -65 cmを 測る。 溝の南側には,玉石を並
べた縁石があり,そ の南にはバラスを敷きつめていた。しかし,北側には縁石はなく, この部分が

削平されたような状態であつたから, もとは北側に一段高いものがあつたと推測された。

SB l12・ SB l13は ょく似た建物が一部重複して南北に並ぶもので, 両者の梁行柱通 りがほぼ一

致する点が注目される。なお SB■ 3の東妻中央柱位置の柱穴は見当らなかつた。SB 182は西側

柱列が畦畔の下にあたつたので,その柱穴では調査し得なかつた部分もある。SB■6は周囲に雨

落濤をめぐらした建 1///Jで, 6 ABO区 では現在までのところこの種のものは唯一つである。**こ の

雨落清は浅い素掘 りのもので,南部ではかろうじて痕跡のみをとどめているから,掘 られた時の旧

地表面はのちに多少削られたことがわかる。濤底は SA 130の石敷のす ぐ上にあるので,先に SA

130の ところで述べたことと考え合わせると,旧地表 (第 1期)は SA 130の 北 と南で 10 cm程度

* Lと Oと は水田面で40cmの差がある。したがつ
て現状は割合よく第Ⅱ期盛土層にならつている。

淋 推定内裏内部にあたる 6 AAQ一A地区では, 細

28

殿を前においた 5間 4面建物が発見され,その周囲
に浅い澪をめぐらせていた。



Fig.3 遺構複合状況詳細図-2(SD 130,SB
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* SA 120の 掘 りかた内を精査して, 円形にわずか

に埋上の色が変る部分を検出したが, これを柱痕跡

とするとこの位置は SB■6の柱穴を復原した輪郭

線と切合 う可能性がある。したがつてこの柱痕跡を

認めれば,SA 120は SB■6ょ り後に掘られたも
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のと判断された。

** ただし SB■ 3は桁行柱間 3m(梁 行は 2.7m)
なのに SB 166は それが 2.7mであること, 柱穴
がやや小さく不整形なことなど多少異なつた点もあ

る。
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の差をもつていたと推測される。なおこの建物内部に小さな柱穴がかなりあるが,棟通 りに並が 5

個は身舎の床束穴かも知れない。

SB■6の中央を柵 2列 (SA 120。 121)が平行して通る。棚列は柱位置が東西にはぼ一致してい

るから,同時期のようにみえるが,前述のように SA 121は 第Ш期盛土層より検出され,SA 120

は第 1期盛土層から始まり1時期異なつている。

遺構が最も重複している SB l16南都附近についてみると (Fig.3), まず SD 130に 重複して
 是息鍵 畠

SB l12・ SB l16の柱穴があるが, tヽずれの柱穴についてもS D 130の 石敷が丁度その柱穴掘 りか 係

たの大きさだけ失われていたから,SD 130は これら建物のどれよりも古いことがわかつた。次に

SB■ 2西妻中央柱穴と SB■6の身舎南妻中央柱穴とが,SD 130に 重なつて切合つており,SB

■2が古い。この関係は SB l16の東側雨落濤でも確かめられ, この溝は SB l12の柱穴の埋土

上に掘られている。 雨落溝は SB l13の西妻柱穴埋土上をも通るので, SB■3は SB■6よ り

古いことがわかる。この SB l12と SB l13の前後関係は, 両者の中央附近柱穴の重複状況から

前者が古いことがわかつた。SB l16と 柵の関係は,SB 121と 3カ所で柱穴が重複しており,いず

れも SB■6が古いことがわかる。これは地層からみても当然である。しかし SB■6と SA 120

とは SD 130に 重なつて 1カ所だけで重複しており, しかも両者の埋上がよく似ていたので, 判

定は非常に困難だつたが,SB■ 6が先行すると考えられた。*

また SB 182の柱穴は, SD 130と の重複で濤底の礫を掘 りとつているので濤より新しいこと

は H」lら かであつたが,畦畔のために SB■ 2。 113と の切合いを検討することが出来なかつた。しか

し, SB l16と 南側柱列を揃えぅ また棟の方向も一致するので同時期と推定して誤 りない。

以上で地層での分類 bの遺構を終えたからCに移ると,SB 166は SB■3の東に並んでおり,

北,西の 2辺しか調査し得なかつたがぅ建物の規模を知るにはこれで足 りる。その造営期は,桁行

の柱列が SB■3と ほぼそろうこと,その方向が真東西よりやや振れているが SB l13も 同じ傾向

があることなどから SB l13と 同期とした。**
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井戸 SE 168は 中古まで野井戸として用いられていたもので,内部が 3重になつていた。そのた

め周囲の地層が荒され,本来は Cの分類にもはいりえず時期不刀とするほかないものである。しか

し, この井戸の上を第 1期に属する SB 167の柱列が通り, 井戸掘りかたで柱穴がこわされてい

る。したがつて SE 168は第 1期以降の造営と推定されるが, ここで注意すべきは北方にある SB

170と の関係であつて,井戸はこの建物の正面中央に位置をしめている。これと同じような関係は

6 ABO区東半部で SE 311と SB 200と の間にもあつて,井戸と建//Jが対応して配置されたと考

えられ, さらに SB 170と SB 200は同時期の建物と判定されるので, これらすべてを同時期の

造営になるものとみなすことができる。

なお SK 183は一部に凝灰岩断片を埋没した浅い穴で, 土器類はほとんどなかつた。その北の

SD 184は ごく浅いT字形の浩である。この両者は全く時期不明であるが, SD 184は南北溝の延

長が SB 182の東側を通るから,或はこれと関係するかもしれない。

以上の遺構分類を柵を除いた建物だけで K・M地区と比較すると,K'M地区では 2,4・ 5。 6・

7群の 5回であつたが, ここでは (167)(112)(113・ 166)(116。 182)の 4回ある。そして南北

の配置をみると, 2群の SB 176と SB 167以外に,5群の SB 186と SB l12は柱列が一致し

ていて, 柱穴の大きさなどもよく似ていること, 7群の SB 191と SB 182も 同じような関係に

あることが注目される。また SB l13は SB l12と密接な関係があつて, これはAからBと 変つた

5群に対する6群の状況と類似する。また第 1期盛土層上で最も早い SB 170(4群 )と SD 130は

当然同時期となる。これは別表 1に一括したが,一応の整理を行つておくと次のとおりである。

2群―SB 176・ 16Ъ 4群―SB 170。 SD 130。 SE 168,5群 ―SB 186・ 194。 177各 A・ 112,6群 ―

同前各 B・ SB l13。 166,7群―SB 191・ 116・ 182,8群 ―SA 12釘 9群―SA 121そ の他。

次にN地区南部の遺構について述べよう。ここでは第四期盛土層から始まる2条の濤を発見した

が,濤にはさまれる幅約 3mの部分は,やや固い土が高く残り, これは両側に濤を伴つた土塁 SA

109と 推定した。北濤の中には,土器がかなり多量に落ち込んでいた。SA 109ょ り以南では,第

Ⅲ期盛土層上面およびその下層の整地面からは遺構を検出しえなかつたが,SA 109を検討してい

るうちに,前記地層の下から礎石を埋めこんだ土躾 SK 107を発見した。交石は上面のみを平坦に

削つた花前岩の自然石で, これは恐らく南方の宮域中心部附近から運んで廃乗したものと想像され

るが, これを埋めた SK 107の 周壁には,炭化4/Jの薄い層がある点が注目された。そこでこの附近

に南北方向の深い トレンチを入れ,地層を検討したところ,南端の道路に近接して基壇状の構築4//4

SA 105とその】ヒ側に濤 SD 106を発見した。これを Fig.4に示した地層によつて簡単に説明す

ると,SA 109以北では,後述する0～U地区の地層と類似しているが,土塁のところにB/層があ

る点が異なる。 この B′ 層は普通ならば第Ⅲ期盛土層Aが存在するはずで, 実際にも2条の溝から

Fig.4 N地区南部地層南北断面図
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外方は,南北共にA層であつた。 SA 109以 南では,炭化物散乱面が上 。下 2面あつて,下面は深

い濤状をなしている。南端ではその面の上に築成上壇が存在するが, これらの地層は他の地区と異

なつていて, 炭化物散乱面上の B′ 層以外は他と同定しえない。 地層の状況からこの部分の遺構の

変遷を判断すると次のように考えられる。

まず地山に掘られた溝 SD 106 Aが一番古く, この上の炭化物が築成土壇 (SA 10の 下方に及

んでいるから,土壇はその後造られた。そしてこの上壇の時にも濤は幾分浅くなつて存続したらし

い(SD 106 B)。 この濤を埋めたのはB/層の時期である。この時に土壇がその上になお残つていたか

否かはわからないが,土塁 SA 109が 同時に造られているから,恐らく平lFIに されたであろう。こ

れらの上部をA層で整地し,全 く平坦な地表が形成された。こうした変遷を既述の盛土工事との関

連でみると, ここには第 I期盛土層 Bがなく,第 Ⅲ期盛土層のA層の下にはそれに代るB/層がある

点が注目される。するとここでは第 Ⅱ期に 2回の造営があり, その最初のものは SA 105と SD

106B,第 2回は SA 109なのではあるまいか。SA 109は 第Ⅲ期にも存続しており,溝は現状では

第Ⅲ期盛土層より始まつているが, これは掘 り直したと考えられる。 ヽヽずれにせよこれは 6 ABO

区遺跡の南境界が,時期によつて変化したことを示してお り, このことは宮城内の建物群の配置関

係を考察する上に,重大な問題を提起したものといえよう。

0～W地 区 (PLAN 9。 10,PL 3～ 7,9～■)

2条の柵から西方は夕検出された遺構の数が少く,重複状況も簡単なので,0～囀誕 区として一

括する①この地区に遺構が少いのは,第 1期盛土工事以前はここが低湿地であつたためである。

6ABO区 西半部では, 地山が東北から西南に向つてさがることは, 既にくり返して記したが,

その傾斜は全域一様ではなく,途中にかなりの差をもつた段がある。地層調査は主に建7/」の柱穴を

利用して行つたので,連続した下降線を得るには至らなかつたが,大様を知ることはできた。 W・

Q地区にまたがる SB 143で 判明した地山下降状況を西方の K・M地 区とも関連させて記せば次の

とおりである。 (数字は第2次調査水糸と0と してそれからの下がりを cmで表わした。)

K地区東北部 5,M地 区北部 12夕 SB 143南側柱東の 1 15,同東の 3 17,同東の 5 21,

同東の 6 46,同東の 7 78,同東の 8 120,同東の10 142。

すなわち,Kか らW地区の西端附近まではゆるやかな傾斜であるが,W地 区西端から約 8mの間

に lmの高低差があり,その先はまた割合ゆるく下るらしい。この地山の途中の段は南の LoN地

区 SB l16。 SB l12・ SB■3附近でも検出されたので,部分的なものではなく,W地 区西端とL地

Fig.5 N～W地区地層束西断面図
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区西北隅とを結んだ線上で,全体にわたつて存在したものと予想し,0地 区の中央部で トレンチを

掘つてこれを確認した。この段から西南方の状況として SB l16附近では,柱穴の底に密生した草

本植物の茎痕を認めたので, ここは池状の低湿地であつたと推定された。その池底の水準は約 120

cmを淑よるから, この想定は前記地山下降段より西南方一帯にあてはまるものである。

この池を埋めた盛上の状況を, 南部のNoOoR・ U地区の柱穴位置で地層を検出し, それらを結

が断面図 (Fig.5)に よつて記せぼ,次のようである。

1 地曲は段から西方はゆるい傾斜で下る。これは北方の S地区と等しい。 2 地山上の灰色粘土

質土層が池底となつた一時期がある。全体の地形からみて地曲は西にいくにつれてさらに低下し,

佐紀池におよがが,灰色粘土質土層がそ うした斜面上に位置することは, これが人工的な置土であ

ることを示す。上質が地山と類似しているから, これは段より東北方の地山を削つて整地した排土

と推定された。 3 第 1期盛土層は西にゆくにつれて厚 くなるが, このことは前にもふれた。その

上面の高低差はL地区東端附近での水準が大体 0であるから,U地 区までの間約 90mに対して 1

rnと なる。*4 第皿期盛土層も西で厚 くなつて,第 1期の傾斜をさらに緩和するがラ現状はそのよ‐

面を水田床上によつて削り取つている。特にU地区はそれが甚だしい。なおU地区では,第 1期盛

土層上面で万年通宝銭 2枚,神功開宝銭11枚がさしを通したように一連になつて発見された。これ

は第Ⅲ期盛土施工時期の上限を示す。

これらの地区で検出された遺構は,第 Ⅲ期盛土層上面では, SK 138～ 140,SK 148な どの上壊

類のみであつた。 このうち SK 137・ 138は , 恐らく1組であつたと思われる凝灰岩製の八角柱沓

石を埋没したものであり,SK 139・ 140は多量の土器を廃乗した穴である。第 1期盛土層では, 5

棟の建物と4条の浩ク上塁が検出されたが,後者はいずれも既に L・ N地区で述べたものの延長部

分である。 建物は 2棟のみ重複しているが, 柱穴が重複していないので造営時期の先後を決め難

い。SB 131お よび SB 145は SB l12と 柱通 りを揃え, 柱間寸法を等しくし, 各建物の間隔を

柱間 3間分に揃えているから, これら3棟は同一計画で造営されたと考えられる。 また SB 143も

その位置が SB 131治 よび 145と 対応して,同様計画的に造営されたとみなせよう。 SB 135お

よび 146は全体の規模,柱間寸尺,柱穴の大きさなどからみて, 7群 と考えた。なお SB 143南側

柱列の東延長上に妻から約 3m隔 てて存在する柱穴や,SB 143の約 3m南 方にあつて 3m間隔

で並が 2個の柱穴などは,時期 。1隆格ともに明らかでない。

またV地区は現在の水田面がかなり低 く,土塁もわずかに東半のみ残存する程度であつた。土塁

の部分を除くとこの地区の大部分は,かなり深 くまで近世に破壊されており,特に南端の道路附近

では大きな満があつて,水田面より 2mさ がつても,ま だ底にいたらなかつた。こうした状況は,

現在T地区から佐紀池に入る用水路が, もとは U・ V地区の西端を通 り,道路をこえてさらに南下

していたことと関連するのであろう。

c 6ABO区 東半部の遺跡

この地区も西半部と同じく,南側道路沿いに宅地があるほかは,すべて水田で, これを全面的に

発掘した。水田面の高さは, 西半都で基準にしたK地区を0と した時, BoGoI地 区はいずれも

+12 cm,D地区は -lCmで,西半部に比し全体としてかなり高く,ま た概して平坦である。

* この差は盛土施工後の沈下を考えれば,当初はもうすこし少なかつたであろう。

ν

東半部の現
状
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遺跡の状況によつて, I・ J地区とA～ G地区にわけられることは既に記したが, 後者で今回特

に問題としたいのは,遺構分類の基礎となつた地層状況なので,始めに I・ J地区を合めてG地区

東側畦畔より西方一帯の地層について記そう。

遺 跡 の 層 序

C地区では水田床上の下から,順次 3時期の盛土層が明瞭に検出された。その状況を調査経過で 3回の盛土
層

用いたA・ BoC・ D・ Eの呼称によつて示せば次の通りである。A層は床土下にあつて厚さ10cm程

度, 少量の上器や瓦片を含む。 上面は耕作によつて削り取られている。 これが第Ⅲ期盛土層であ

る。B層はごく薄く,しかも部分的にしか認められない。これも第Ⅲ期盛土層に属す。C層は第Ⅱ

期盛土層で厚さは約 10cmほ どで,その上面は旧地表面にあたる。D層は第 1期盛土層で,厚さは

5～ 10 cm程度。上面でよく象↓離し, 一見これが地山面のように見える。旧地表面が残存している

のである。盛上の高さや範囲を検討するために,以上のA～ E層の上面の高さをいくつかの地点で

記すと,次の表のようになる。 (数字は第5次調査水糸よりの下りを Cmで示す。なおこの0は第2次調査

水糸より 50 cm高 い。)

この表によつて判切する盛土層の状況は

次のようにまとめられる。

1 地山の高低 差 は, 最大 15cm程度

で,一方に傾斜することもなく,割合平坦

になつている。削平したのであろうか。

2 第 1期盛土層は,北は B・ I地区の

中央部,南は G・ J地区の中央部付近に限

られる南北幅約45mの地域だけに存在し,

上面の水準高は 35～40 cm程 である。

3 第 1期盛土層はJ地区南端部を除いて全面的にあり,現存する上面の水準高は 20～35cmで

ある。しかし, これは部分的な高低差であるから,当勧は水平に盛土されたと考えられる。

4 第Ⅲ期膝土層は現存しない部分もあるがこれは耕作によつて削られたためで,当初は全面的

に存在したと推定される。その上面は少くとも水準高 15 cm以上であつた。

I・ J〕也EE(PLAN 4・ 5,PL.24・ 27・ 28)

ここでは建物 2棟,柵 1列,濤 4条,土娘数力所が検出されたが,東西の地区に連続する濤を除

けば,すべてが第Ⅲ期盛土層に設けられた点に大きな特色がある。細部で問題になる点を記すと,

南端の濤 SD 106は ,上部を第Ⅲ期盛土層におおわれ,地山に直接掘られている。この附近には第

1期盛土層がないから,その時期は第Ⅲ期以前としかいえない。溝の位置がN地区南端部のSD 106

と一線上に並がから,両者は連続しているものと判断された。なお溝はこの地区の途中でとり,東

方へは続かない。SD 130は既述の石敷済の東延長部分であるが, ここではそれに付属した 2遺構

が新たに検出された。 南側の SD 242は 地層を検討すると, 第 1期盛土層上面から掘られ, SD

130はその中に造られたと認められた。すなわち両者は一連の工事として行われたわけで,6 ABO

区西半部の SD 130に おいて,溝の南側に現存最大幅 3m程のバラス敷面があつたことを考えあ

わせればゥSD 242は そのバラス敷面の幅を示すものではないかと推定される。また SD 130上に

重複する SD 244は ,石敷下に SD 130を 埋没しているから, 明らかに 2次的な仕事で,恐らく

∂θ

J地区南部
の遺構

Tab.4 A～ J地区整地層高低表
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SD 130と 共存したと考えられるが,その

壽密
の形成 施工時期は不明である。建物および柵は,

北方の長大な土残 SK 234で ,そ の一部が

おおわれており,柱穴は土娠の底で検出さ

れた。この土壊内の遺物と柱抜取 り穴内の

遺/4/2と が様式的に一致するから,建 4//」や柵

の廃絶と同時に土躾が形成されたと考えら

れた。西端の土嫉 SK 238も 遺物からみて

同時に形成されたものである。

A～C地区 (PLAN 4・ 5,PL 24～ 27)

第Ⅲ期の遺  ここで検出された遺構は検出面の層位と
構

遺構相互の重複によつて,明瞭に造営期別

に分類された。第Ⅲ期感土層面から発見さ

れたものには,C地 区の南部で平行して東

西に走る 2条の小柱穴列 SA 203と , この

西端の
IEl畔に接して南北に並ぶ数個の浅い

穴がある。

第1期の遺  第 1期応土層面からは,建7/J7棟,土城
構

数力所が検出されたが,特記すべきは,A・

B地区における建物と土城の関係である。

ここにはSK 217～ 220の上壊とが密集し,

Fig.6遺構複合状況詳細図-3(SD 130。 242・ 244)

さらに重複する SB 209お よび SB 211がある。 これらの前後関係では重複する建物の柱穴がい

ずれも土城埋土に掘られており, 土城が最も古いことが判る。 さらに SB 209と SB 211と は柱

穴の切合いによつて,前者が古いと判断された。 土城のうち, SK 217お よび SK 219では,そ

の埋土直下に檜皮の層があり,そ の下から土器その他の遺物が見出された。SK 219では,出土遺

物が木簡をはじめとして特に多種多量であつた。これらの上城は明らかにごみ溜めで,遺物の埋没

状況から短期間のものと判断されたが,そ の中に天平宝字 5・ 6年銘の木簡がある点は最も重要で

ある。 これによつて SB 209の 造営時期の上限が捉えられ,遺構の時期別分類に始めて絶対年代推

定のよりどころが与えられた。 第 1期盛土層から検出された建物には, 前記の SB 209。 2■ 以外

に, SB 200。 201,212。 213・ 206の 5棟がある。 このうち SB 206以外は全規模を検出していない

が, SB 200お よび SB 201は 2辺が判明しているので, 建物の規模だけは判る。 柱穴の重複は

SB 200と SB 201,SB 212と SB 213の間で見られ,いずれも前者が古いと判断された。またこ

れらの 4棟は南北にそれぞれ対応して造営されたらしく,SB 200と SB 212は柱筋がよく通 り,

SB 201と SB 213も 同じことが云える。そ うした建/1/2の配置からみると,SB 206は SB 209と

東西側柱列が揃い,SB 209の 北妻が SB 213の北側柱列と一線に並がから, 結局これに SB 201

を加えた 4棟が,全部一組のものとして造営されたと考えられる。すると第 1期盛土層上の建物群

として, ここでは (SB 200・ 212)(SB 201,213,209・206)oB 211)の 3時期があつたことになる。
期の遺

第 1期盛土層から検出された遺構はSB 205のみで,建物としては最も古い時期のものである。

9`
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また 2条の溝は,いずれも既述の延長部分であるが,北方の SD 126では, 2重になつた底面が明

瞭に検出された。下方は地山に直接掘られているが,溝の南綴で一部に第 1期盛土層と類似した地

層があり,それを切つているので一応第 1期盛土以後の造営と考えられる。
*

以上の遺構分類を既述の 6ABO区西半部との関連でみると,まず SD 141は両者に共通して,

これが最も古い (1群 )。 次に第 I期盛土層から検出された建物は, どちらも1時期に限られている

から,同時期のものと考えるべきである (2群 )。 SD 126も一連のもので, これは 3群 とした。こ

の後は第Ⅱ期盛土層から検出された遺構となるが, ここで注意されるのは,西半部で 5群とした一

連の建物群と, この地区での SB 201以下の建物群との類似性である。 これらは建物群としての

配置関係だけでなく,その柱間寸尺や柱穴の大きさなどにも共通点が多い。したがつて SB 201以

下は 5群 と判定され, SB 200・ 212が 4群 となる。また西半地域で6群 としたものは, 5群 ときわ

めて密接な関係のある建物であるが, ここではそうしたものはないから, SB 211は 7群 と考えら

れる。

なお次回に報告する予定の第 7次調査で検出したD・ F・ G地区の遺構のうち,今回報告する遺構

と密接な関係があるもののみを,次に簡単に記す。その 1は SD 130で, この石敷溝は, 6ABO

区の東端まで連続しているが,D地区の中央やや西寄り部分から東方は,土中に凹形の木材を埋め

込んだ濤になり, この部分は暗渠と推定された。既述のように,SD 130は,地区の境界線を示す

遺構と思われるが,暗渠の部分では,その境界の性質がやや異つていたことを教える。その2は F

地区西方の井戸 SE 311で SB 200の正面にあたる配置が,西半地域での SB 170と SE 168の

関係に類似している点は,前にもかれた。ところでこの SE 311は井戸が 2重になつており,第 1

次の井戸枠は SE 168と 同様, 檜材厚板のを井籠組にしたもので, 底の礫敷面上から, 奈良時代

末期の土器や木製品類とともに万年通宝銭 3枚,神功開宝銭 3枚計 6枚を発見した。これはこの井

戸を使用した大体の下限を示唆する。また, この井戸から「羮所」と墨書した甕が出上したが, こ

れは井戸を含む一郭の性格を暗示するものといえる。第 2次の井戸は第 1次井戸枠の下 2段を残し

て上部を取り去り,新たにやや小さな丼戸枠を組上げたもので,その底から多量の上器,木製品類

と共に,隆平永宝銭 1枚を検出した。またここでは「御匝殿」と記した木簡を発見した。これは,

この井戸を含めたこの地区が,平安時代に入つてからも宮の一部として使われたことを示す点で,

きわめて重要であり,平城上皇時代の平城宮を遺跡の面から始めて立証したものといえよう。

D 6ABO区 の北および南地区の遺跡

6ABN区は 6ABO区に北接する区域であつて,そのうちの2地区についてトレンチを掘つて調

査をおこなつた。両地区共に遺構を検出しえなかつたが,むしろそのことに意味があると思われる。

後述するように 6ABO区の北縁に道路があつたと推定されるのである。

6ABN―V地区は第 2次調査の際に南北方向のトレンチを2本入れたが,水田床土下は,ただちに

地山であり, この上面ではなんらの遺構をも発見しなかつた。水田面は南の 6ABO W地 区より

30 cm高 く,地山面も約 40 cm高い。

* 南方の滞 SD 141は , 上部に第 1期盛土層があ
つて,それより古いことがはつきりするが,SD 126

附近ではこの盛土層が明陳ではないので,満の造営

期も決定し難いのである。

離
連
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関
半
の
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S D 130の
東端附近

S E 311の
使用年代

6ABN区
の遺構
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Fig,7 6ABP― F,I地区実測図

6ABN一M地 区は現状変更の事前調査として,第 7次調査の際に発掘した。南の 6 ABO― I地区

にある南北につらなる柵 SA 233乃ミ,当然この地区まで延びていると予想されたの■ かなり広範

囲に発掘したが,水田床上下はす ぐ地山でまつたく遺構を検出しえなかつた。水田面は南の I地区

より約 60 cm高 く, 地山面も約 70 cm高かつた。 なおこの地区では調査後に現状変更が許可さ

れ,現在アパー トが建設中である。

6ABP区

6ABO区南方の遺跡としては,昭祠32年 9月 に発掘した通称一条通 り南沿いの 3地点についての

知見がある。これは第 1章でもかれたように,奈良県教育委員会より委嘱されて,本研究所員が調

査した。東端の 1カ 所は 6ABO区東端部の遺跡と深い関連があるのでjその報告の時にゆず り,
ここでは西方の 2ヵ所について記すこととした。

6ABP― I地区西半部 6ABO―N地区の東南にあたる東西約 10m,南北約 15mの地域で,調査
当時は水田であり,ほば全域を発掘した。ここは水田床上の下がただちに地山となり,遺構はすべ

て地山面から検出された。地山はほば平坦で, その高さは第 2次調査水糸より約 9cm下である。

発見された遺構は,掘立柱柱穴 6個,溝 1条,小柱穴 3個である。柱穴は東西方向に 3個ずつ並び

南北 2列あるが,その距離は 6mへ だたる。これらの柱穴はいずれも上方に径 0.8mの スリ鉢状
の凹みをもち,その中に礎石の根固め石状に凝灰岩片や瓦が埋没していた。これは柱の抜取 り跡で

はなく, まつたく同位置で掘立柱式を礎石式に変えたものと思われる。*

* 普通ならばこれは抜きとり穴とみられるが, この
場合にはやや状況が異なる。6ABO区では SB 145
の据 りかた上部にこれと類似の状況が見 られ た。

9δ

SB 145も あるいは柱の抜きとり穴ではなく, 礎石
に代えた時期があつたのかもしれない。
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南の柱ア1では,柱大の大きさは 1.5× 1.2mほ ど,東西間隔は約 2.5mであるが,北の柱列は柱

穴の大きさが方約 lm, 東西間隔も 3.Omで,両列は一組のものではない。濤は北柱列の北 4m

にあり,幅 70 cm,深さ約 40 cm,東から西へ流れる。濤には少量の瓦や上器が埋没し,底に砂の

堆積がみられた。この濤の北に約 1.2m今だたつて,東西に並が小柱穴 3個がある。いずれも径約

40 cmの 円形で,相互の間隔は 4mある。この小柱穴列から北端道路際までの間は,遺構はない。*

6ABユ■E地区西北隅部 ここは 6 ABO―」地区の南側にある住宅敷地で, 庭の一部に トレンチ 離 彊権
を掘つて調査した。現在の地表面は周囲の水田よりかなり高いが,これは宅地造成盛上によるもの

tそ の下には旧水田の耕上があつた。遺構は先の I地区と同じく,旧水田耕上下の地山面から検

出されたが,その高さは I地区より約 5cm高い程度であつた。ここでは東西に並ぶ柱穴 3個を発

見したが, 柱穴の状況は I地区とよく似ていた。 というよりもここで注意されたのは, この柱列

が地区の北方柱列と一直線にあることであつた。柱間寸尺を10尺 として I地区から割 りつけてくる

と, この地区の 3個がよく適合するから,両者は一連のものとして誤 りないであろう。この柱穴の

北には遺構はなくI地区の北方の濤は, ここまでは延長していないらしい。以上の遺構はいずれも

まだ全部を発掘していないから, これが如何なるものであつたかは,明らかでないが, I地区から

F地区に連なる柱列は, その南北約 7mの 範囲でこれと対になる柱列がない点で注目され, 建 4//J

ではなく柵であつた可能性が強い。なおこれらの遺構と 6 ABO区での各時期別遺構 との前後関係

も全 く不明である。

2 造営期別の遺構
前節で述べたように遺構は何重にも重複しているが, これは数時期にわたつて行われた造営の結

果である。ここではそれらの遺構を造営期別に分類し,各期のものを一括して記述する。

A 遺構 の分類 と組合せ

遺構は地層によつて大きく4群に分けられる。この地域では, 3期の盛上による整地がおこなわ

れ,各整地層に遺構が存在するが,さ らにそれ以前の地山上に直接造営された 1遺構がある。この

整地状況は,前節で各地区別に記したが, ここで全体をまとめておくと次の通 りである (Fig.o。

まず地山は全体として東北から西南に向つて低下するが,途中で一度段があり,一般に傾斜は割合

にゆるい。特に I・ J地区附近はほぼ平坦になつているが,こ れは自然地形そのままではない。す

なわち整地作業の第 1段階は,地山の肖1平で,そのフ,上を西南の低い部分に盛つたが,土工量はあ

まり多 くなかつたので, この一帯はなお低地として残つた。第 I期盛土は, この削平された地山の

比較的高い部分のみにおこなわれた。この盛土は厚さ 5～ 10 cm程度の薄いもので,その範囲も広

くない。しかしその上面が地山の高低差を消ぎなつてほば水平になる点は注目すべきで, これは地

山をざつと削平した後に,建物の造営に必要な範囲のみを改めて整地したものと考えられる。第 1

期の建物が廃絶した後に調査地北部に東西濤 SD 126が設けられ次期に及が。この濤をのぞき第 1

期盛土は調査地全域にわたつておこなわれた。この盛土は,現状で一番高い IoC地区附近の残存

地山の状況

第 1期盛土

キ 溝と重複して西方にある大きな娠はきたいな埋上がつまり,濤はこの上に造られている。

第Ⅱ期盛土
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Fig.8 整地層模式断面図

W

||1 地山削平排土

ユ|｀さ剌 第H期盛土層

第I期盛主層

第Ш期盛土層

状況からすると,第 1期に盛土した範囲を含めて地盤の比較的高かつた地域では, 10cmほ どの厚

さであり,地盤が低 くなるにつれてその厚さを増してゆく。したがつて前期に低地 として残された

西南方の地域では,それを埋めたために厚さが約 80cmと なつたが,こ の盛土によつて全域が水平

に整地されるまでには至らず, この時期の地表面も西南に向つてゆるく傾斜していた。第Ⅲ期盛土

はこの傾斜をさらに緩和する形で行われた。この盛上の存在する範囲は, 6 ABO区西半部では,

かつて低地であつた西南部附近だけに限られるが,比高の大な 6 ABO区束半郡にも見られるから,

もとは恐らく第 Ⅱ期盛土上全域に土盛したもので,のちに上面を耕作によつて削られた と思 わ れ

る。そのため施工時の地表面の状況を知 りえないが,現地形から考えればこの時期にも全域は水平

にならず,やはり西南にゆるく傾斜していたであろう。 盛上の厚さは I・ C地区附近で 10 cm未

満,西南の R・ V地区附近では 40 cm以上である。

整地工事と検出された遺構との関係で注意されるのは,第 1期盛土以前のものが 6 ABO区の中

央北寄 りを東西に通る溝 SD 141に限られる点である。 しかもこの時は後述するように, つF水濤

の役割を果していたものとは考え難 く,また存続期間も短かかつたらしい。これは整地された地山

面に,地割のために設けられたものではないかと思われる。その当否はともか く, この時期に建物

の本格的な造営が行われなかつたことは明らかである。したがつて, この濤は地山の整地工事の一

部としてあつかい,溝のみを 1時期の造営として,分類しない方がよいと考えられる。すなわち,

遺構は層位によつては 4群にわけられるが,造営期では第 I期盛上のものを第 1期 とし,以後盛土

層ごとに第 I期,第 Ш期に大別することが適当である。

遺構の造営は各盛土層上で数度おこなわれている。同じ盛土上の遺構分類は,主 として遺構相互

の重複状況から推定される前後関係によるが,その補助的手段としては,遺構の配置や規模の類似

性 と包含遺物の比較が用いられる。これは広範な地域に存在する遺構を同一時期 とみなしうるもの

はできるだけ一括し,分類を最小限にとどめるためにも欠かせない。類似性には種 々な点での比較

が考えられるが,前節でかれたように,建物の配列で方位や柱通 りが一致すること,建物内部の柱

間寸尺や柱穴の大きさが同じことなどが主要な事項であつた。また包含遺物の比較は,層位による

分類とならが有力な手段であるが,比較的短期間に造営された遺構を分類する場合には,かなり難

かしい。しかも個々の建物に直接関係する遺 7/Jは, SB l16の周囲の雨落濤から出土した 1例を除

けば,柱穴から検出されたものに限られ,普通当初の埋上ではなく柱の抜取穴の埋土に包含されて

いた。 したがつて, その遺/1Bは建4/2の廃絶期をしめし, 造営期の分類には直接関連しない。 また

SB■ 6の周囲の雨落溝も同様造営期に関連しない。 しかし, この遺跡の遺構は建物が主であるた

め, 遺構の分類は柱穴の重複と配置 。規模の類似性とを主としてもちいることによつて, 2・ 3の

上城を除いてほとんど分類が可能であつた。なお造営期別分類では,盛土整地期に大別し,さ らに

θ∂

甥
Ⅷ

第Ⅲ期盛土

造営期の決
定

時期分類法



第 1期のものは細分して Ⅱ-1,2,乳 3

りである。

Tab.5 造営期と遺構群の対照表

第Ⅳ章 遺  跡

とした。前節で10群に分けた遺構との相互関係は次のとお

この表を説明すると, 1群は本来第 I期以前であるが,前述のとおりこれだけを 1時期とする程

の意味がないので,第 1期に含めた。第 1-2/期は第ニツ 期建物A群と密接に関連し,その改築と

考えられる建物B群を主とし, この改築は K,L,M,N地 区に限られ, 6 ABO区全域にわたつ

たものではなく, 改築後の 第 Ⅱ-2′ 期建物は他の第 1-2期建物と共存したと考えられ,これを独

立した 1時期とするのは適当でない。 したがつて, 2/と して大きくは第 Iセ 期に合めた。 8群の

SA 120は ,第 I期盛土層面から検出されたから,第Ⅲ期に含めることには大きな問題がある。し

かし, SA 120と 同時期の遺構が他に見られず, むしろ 9群の SA 121と 密接な関連があるらし

いから,こ こではかりに第Ⅲ期にいれることとした。新しい分類によつて,各遺構の属する造営時

期を示せば次表のとおりである。

Tab.6造 営 期 別 遺 構 分 類 表

西 半 都 の 遺 構 造営期 1   東  半  部 の 遺 構

149

: :::     |: |::_A

I

D 141

126-AD

B 205  B 269

B 317

G 180

E 168-A

B170  1::::唸

I-1

D 130

D 1064

D 126-B

D 244

B 212

B 200

Ｋ

　

Ｋ

E 311-A

E272A

E 168-A K 107

K 134
Ⅱ-2

B 209  B 298

B 206  B 299

B213

B 201

E311-A

E272A

E168-A

:::: :::憂

lξ

:|:―B Ⅱ-2′

B209  B201

B206  B293

B213  B299

E311-A

E2724

E 168-A

::::  :::〔

:: |: :|:

ュー3

B21l  B 285

B327  B273

B314  B268

B 321

E311-A

E272-A

３７
　
櫛

Ｋ

　
Ｋ

A 109

A 120

A 121

Ⅱ

A 233

A 304

B 236

B 246

K 234

K 238

K 335

E311-B

E272-B

分類の理由

第 1期 劉 ■ 期
1劉
翌 期
1劉
?期 創 弓 期 第

翌

(束半部の遺構には,次国に報告する第 7次調査のものも含めた。)

θθ
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B 第 1期の遺構

地山に造営された遺構として SD 141があるが,ま もなくそれを埋める第 1期の整地が行われ,

この上に 3棟の掘立柱建物が造られた。SB 176と SB 167は南北 5,5mへだてて対になり, これ

に対応して 27mほ ど東に SB 205がある。建物廃絶後に SB 176の北端部を通る SD 126-Aが掘

られた。 またこの地区の西にある SG 149は低湿地で 80× 80mほ どの広さがあつたものと推定

される。

SD 141  幅 lm,深 さ 20 cm, 現状では全長 80mほ どの東西の構状遺構で,調査地の中央や

や北よりにあ り,西は地山が低下するため消える。底面は東西ほば水平で,流砂とみなすほどの堆

積や遺物の出土もみられず,概して深質の地山土に似た土で埋められていた。溝の存続はごく短期

間と考えられ,こ れと併存する遺構もないので,造営当初の地害よりに関係したものかもしれない。

SG 14υ   調査地西南の低湿地であるが, その底は西方にす ぐ接する佐紀池に比べれば, 約 2m

も高い。SG 149が 相当量の水を湛えた池であつたか否かはわからないが,低湿地としても,佐紀

池との間に人工的な堤を必要とする。発掘範囲内では痕跡を見出さなかつたから, この堤は現在の

ものと一致して,その下方にあつたのではあるまいか。*一方この南縁は,6 ABP― I地区の地山面

が高い点やぅそのすぐ北に SA 105が 造られることから考えて,一条通 り附近であつたと思われる。

SB 167  L地 区にあつて掘立柱柱穴は方 60 cm,深 さ 20 cmほ どで小さくて浅い。南北柱列の

柱間は 295 cln等 間で,真北よりやや西に偏つた方向をもち,東西 585cmへだてて2列に並が。南端

は調査地外,北端は畦畔及び近世掘つた穴のため確認できなかつた。この畦畔下に北妻を想定する

と, 7間以上の南北棟の建物を推定することができる。東西 2列 とも重複した柱穴があるから,西

南に 40 cmほ ど移した同規模の造替が認められる。

SB 176  K地 区にある南北棟 9間 (26.52 nlj× 4間 (12.00m)の東西両胴付建物t 桁行柱列の

方向は SB 167と 同様真南北に対して北がやや西に偏つている。しかし梁行方位には偏差がないら

しく,同一建物で梁行桁行両柱列が直交しない形となる。桁行柱間はター部に不同があるが,大部

分は全長を 9等分した 295 cmである。身舎柱穴は方 70cm,深さ 40 cmほ どで,径約 30 cmの柱

痕跡の残るものもある。東西両面の廂は身舎 と等しく染間 3mであるが,柱穴は小さく方 40 cm,

深さ20cmほ どである。柱穴の浅いことから,掘立柱をたてた胴でなく,あるいは賛の子縁を設け

たものとも思われる。SB 167・ 176は南北に約 5.5mへだたつているが,柱列はたがいにそろい,

同様に方位の偏差が認められるのでセットとして造営されたものであろう。

SB 205  B,c両 地区にまたがる南北棟 7間 (20,30m)× 2間 (5.80m)の 建物で, 桁行柱間は不

同であるが, 染行柱間の 290 cmを 10とすれば,各柱間は 12・ ユ・ 10。 8の比をもつている。柱

穴は方 lm,深 さ 65 cmほ どで,径約 25 cmの 柱痕跡の残るものもある。この建物の内部,南 よ

り5間 日では数十個の簿を混入した盛上があ り,柱穴は埠を切断していたからこの盛土は掘立柱埋

め立て前に築かれたものと認められた。簿は盛土の下詰めとして用い,こ の盛上で建 4//」 内部北半の

床面を,一段高めていたものと考えられる。なお,北妻中央柱の柱穴は,後に掘られた SK 219の

上残のため失われていた。

* 6ABO V地 区の項で述べたごとく,佐紀池の東   と思われる。 これを SG 149が 浅い池であつたこ

側に近年まで用水路があつた。この用水路は御前池   とと関連して考えると,両者が同時期であつた可能
からのもので地形から見てもかなり古くからのもの   性がある。

イ0



Fig.9 SD 130詳 細図

第Ⅳ章 遺   跡

SD 126-A  SB 176の廃絶後この北妻から南側に幅約 lm,深さ20 cmほ どの濤が掘られる。現

状で全長 ■3mほ ど東西に連なつているが,西は地推の低いQ地区で消える。底の高さから溝は西に

流れたものと認められた。溝は東部でやや北に偏 り,濤 より北では約 20 cm地山が南より高まる。
*

C 第 1-1期の遺構
3棟の掘立柱建物と3条の濤が造営され, 井戸もこの時期に造られたと推定される。 A・ B両地

区では多くの上娘がこの時期に掘られていて, この残の一つから天平宝字 5・ 6年銘の木簡が出土

し, この残の掘られた年代をほば知ることができた。SB 200と SB 212は南北 15m隔ててセッ

トになり, これに対して西に 43.8m隔てて SB 170カ あ`る。井戸は SB 170の 正面 14mに掘ら

れている。敷地は SD 126-Bと SD 130に よつて南北が限られ, その間隔は 55mである。 ま

た SD 130の 南 16mへだてた位置に SD 106がある。

SD 106  J・ N両地区南端にある幅 2 nlほ どの濤で,東から西に流れる。 これは SD 130と  境界の濤

平行し, J・ N両地区のものが同一線上にあるので,

同じものと考えた。濤は J地区の東半まではのびない

が, ここに南北の通路があつたのであろうか。

SD 130  調査地南部にあり, 全域にわたつて東西   石敷濤

に連なる幅 80 cmほ どの石敷濤で, 検出した長さは

約20011xに および,東に進むにしたがつて,す こし北

に偏る。濤は余大の礫を中くばみに敷きつめたもので,

南縁では初として同種の礫を一列に並べ,南は幅約 3

mの間にバラス敷面をとどめていた。北縁には翻石も

なく,その外は南のバラス敷に対応する旧面を久く。

これはもと溝に接して北側にあつた地盤面の高まりが

濤1平されたためとみられ,塀か土塁のごとき構築物が,

この石敷の北に接して設けられていたと推測される。

なお,J地区ではこの音を埋めたのち幅 80 cmのSD

244の石敷濤がつ くられる (Fig.9)。  これは SD 130

とよく似た構造で濤の東 。北にはバラス面がある。そ

のつ くられた時期や性格は明らかでない。

永田床上

第II期盛土層

SD 126-B 第 1期から存続する調査地北辺の溝で

ある。これは第 1期の整地後も存続しているが,濤の

埋土を第 I-2期の建物の柱抜取穴が切つているのt

第 1セ期の建物が改築された第五-2/期には,すでに埋

も満が古くなり,そ れが一時中断されて,第 1期盛
土層から,再び始まるという矛盾が生ずる。SB 167

と SD 126-A との前後関係が決定し難いことは,

すでに記したが, この問題は第 8次調査による検討

後に改めて記したい。

2時期にわ
たる濤

尺

* 満の南北で地山の高さが変る点を重視すると,整
地の第 1段階において, この清が整地地域の北限で

あつたと考えられる。 満より】ヒには 6ABN M地

区を合めて,ほ とんど遼構が見られず, この附近は

後述するように道路と思われるので,その可能性は

かなリノくきい。 しかし, こう身考えると SB 176よ り
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Fig,10 遺構複合状態詳細図-4

没されていた。しかし,第 と-2期 の改築前には存続する可能性はある。この SD 126か らは瓦・土

器の出土をみたが,ほ とんどがこのB濤からである。なおこの濤に重複して中世に径 1.5mの掘 り

かたをもつ方 60cmの SE 196の井戸が作られている。

SB 170  K地区にあつて SB 176南半に重複す る東西棟 5間 (1485m)× 4間 (12.46m)の 南北

両廂付建物である。 桁行柱間 297 cm等 間,梁行柱間は身舎が 2間等間の 267 cmゥ 廂が南北両面

共 356 cmで ある。柱穴は方 lm,深 さ 70 cm。 身舎中央には東西方向に 50 cmほ どの浅い穴があ

り,床束痕と思われる。身舎東より5間 目に径 50cm,深 さ 20cmの小柱穴による桁行 3間 (3.63m)

×梁行 1間 (126m)の 小規模な遺構がある。その時期やどのような構造4//Jかは切かでない。

SB 200  C地区で一部発見された東西棟 7間 (1990m)× 4 PHR(1080m)4面 廂付 の建 物 であ

る。この規模は第 7次調査によつて確認できたもので,今回の調査で発見した建物の中では切妻造

りでない唯―のものである。柱間は桁行梁行とも 230 cm等 間,柱穴は方 130 cm,深 さ 50 cm。

SB 212  A・ B地区にまたがつて一部分が発見された束西棟 7間 (19.90m)× 2間 (540m)の建

/1/2である。この起物は大半が未発掘地にあ り桁行は確認できないが,西妻は SB 200と そろい,南

北 15mほ どへだたつて対応するものとみられる。

柱穴は方 80cm,深さ 50 cmで SB 200に比べやや小さいが,建物の規模の大ノjヽによるためであ

ろう。

SK 134  0地 区中央附近で東西 80cm南北 70cm深 さ 50 cmの上城が検出され,娠底に土器が

埋没されていた。この上城は第 1期の盛上に掘られたもので,層位的には下限が限定できないが,

遺物からみてほぼこの時期に属するものと考えられる。

SK 217  東西 3.5m南北 6.5m深 さ 0.6mほ どの上城で, 2度 にわたつて掘られたもの らし

く,城底に境があつて南と北に分れていたが,埋没は同時である。残底から少量の上器と檜皮が出

土した。

SK 218  幅 1.5m長 さ 3.5m深 さ 0.4mほ どの土城で,城底から土器が検出された。

SK 219  東西 3m南 】と3.5m深 さ 1.Omの北半部と,東西 3m南 北 2.5m深さ 1,Omの南

半部にわかれるが,堆積土に差がなく,同一個体の上器の破片が北と南にわかれて出土しているこ

をク

SB

檜皮の出土
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とからも, 南北とも存続・埋没は同時であつたと考えられる。 壊内は, 埋土とおもわれる厚さ約

40 cmの遺物を含まない赤褐色粘土質の下に,厚 さ20～30 cmの灰色砂質土と厚さ約 10 Cmの 泥土

があり,その下が粘土質地山の城底となる。遺物として檜皮が灰色砂質上の上面で,木簡
。瓦・土

器 。漆製品・木製品 。自然遺物のほとんどが灰色砂質土中から,少量が泥土中から検出された。土

器がHJlら かに破損したものであることや,城の周囲からなげこんだことを暗示するように同一個体

の破片が別々に城底と疲壁上部にはりついた状態で検出されていることや,燃えさしの木片や割つ

て中身を抜取つたクルミの殻の出土などから判断して, この上壊は一時期の塵芥処理のためのもの

であつたと考えられる。

SK 220  東西 2.5m南】ヒ2m深 さ lmの 上城■ 壊底から少量の上器の出上をみた。

SK 221・ 222・ 223  遺物の混入のみられない土城で,埋没土は SK 219と 同様な赤褐色粘土質土

である。おそらくこの附近の一連の上猿はほぼ同時に埋没されたものでなかろうか。

SE 168-A(PLAN 12 PL 21～ 23)

L地区にある井戸で,方約 3m深 さ 2mほ どの掘 りかたの底に礫を敷いて井戸枠を据える。井

戸枠は長方形の枠材の端部を柄さしにし,それを径 4cmほ どの楔で回めて内法約 2.lmの 井籠組

の各段をつくり,段のつなぎに太柄を埋めこんで,上下に重ねたものである。枠材は長さ約 2,6m

幅約 30cm厚 さ 9cmほ どのヒノキ材で, 楔はカツ属の材である。*残存していた井戸枠は下段 3

段分で,各材外面中央にそれぞれ「従底南一」・「従医南二」。「南三」,「東一」。「東二」・―・・,「西

一」……,「北一」・……等組上げ番付の墨書があつた。他に丼戸枠残欠や楔が発見され,地表との関

係から当初は10段ほどあつたものと推定された。この井戸は平安時代前期に方 130 cmほ どの井戸

に改造され,その際に一度底をさらえたらしく底の礫層上に堆積物がなく遺物も出上しなかつた。

SG 180  K地区中央にある東西 18m南北 17mにおよ摩不規則な形をした池で,最深部の深さ

は約 80cmである。底部には有機7/Jを含む堆積層があり,瓦,土器が出上した。南の突出都は北に

くらべて浅く,東の突出部には土器の出上が多かつた。池北には幅 40 cm,深 さ 20mの小濤があ

つて SD 126 Bと 連絡している。

D ttI-2期 の遺構

最も多 くの遺構が発見された時期で,建物も■棟におよが。調査地西部にもこの期になると建物

が存在し,各建物は整然と配置される。 これらの建4///Jの うちには, 前記 SK 219の 埋土に柱穴が

掘込まれたものがあつて, この造営時期の年代は天平宝字 7年を下るものであることが判明した。

K・ LoMoN地区にあるこの期の建物はすべて改築されている。井戸SE 168-Aゃ 池 SG 180は こ

の期も存続したものと考えられる。調査地南端の溝 SD 106-Aは埋められ新しく同地点に土塁 SA

105が設けられている。

建築遺構は東半 。西半の 2群に分れる。 東半は, 南北 11.5mへだてて並が SB 201・ 213と ,

南北 5.9mへだてて並が南北棟 SB 206・ 209があつて,その東西間隔は 10.8mである。西半は,

SG 180の 池の東に SB 177があつて,池を扶んで東西棟の SB■ 2・ 186・ 194と ほぼ東西 9.5m

へだてて汁立している。 SB l12・ 186・ 194はほぼ妻をそろえ, それぞれ 20.6m,■ .5mの 間隔で

並が。 これらの西には 8。9mへ だて SB 13Ⅲ 145と 143が南北 44.6m離れて並び, その柱列は

木簡の出土

井戸

池

卜 井戸枠外で遊離して発見された楔にはヒノキのものがある。
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SB l12,194とそろつている。

SA 105  調査地南端にある東西方向の上塁で SD 106の 溝底より互層に築成され,築成後 SD

106は浅 くなつている。この遺構はせまい トレンチ内で存在を認めたのみで,南限は一条通 り下に

およびその幅も不明である。築成当初の高さも不明だが,現存部分は lmに およが。*

SK 107  SA 105ゴヒ方約 7mの位置にある礎石を埋めこんだ土壊で,濤 SD 106の埋土面から

掘られている。礎石は上面のみを平坦にした花闇岩自然石で, 上面は 90× 70 cmほ どの長方形状

である。その周囲からは土器を検出した。

SB l12  L・ N両地区にまたがる東西棟 7間 90,79m)× 2間 (5,94m)の 建物で SD 130に重複

する。柱間は桁行梁行とも 297 cmの 等間で,柱穴は方 120 cm深さ 80 cmで ある。柱穴には抜

きとり痕がなく径 30 cmほ どの柱痕跡を残したものも    Fig,■  掘立柱詳細図-1

ある。この建物はとり壊され一部重複して SB■3が

建てられるが,そ の際柱は地上で切断されたものであ

ろう。

SB 131  o地 区にある東西棟 5間 (14.85o× 2間

(5.94m)の 建物で SD 130に重複する。柱間は桁行梁

行ともに 297 cmの等間で,柱穴は方 120 cm深 さ80

Cmほ ど,それぞれ柱抜きとり痕跡がある。北側柱列の

柱抜きとり穴内には,礎盤状に石が埋めこまれていた

が,礎盤を用いた建て直しがあつたとするより,むし

ろ抜きとりの際埋めこまれたものと認定した。

SB 143  w・ Qos地区にわたる東西棟13間 (39,39m)
×2間 (6.06m)の 建物で, 柱間は桁行梁行共 303 cm

の等間である。 柱穴は方 120 cm深さ 80 cmほ どで

底で木片を検出したものもある。各柱穴には柱抜きと

りの痕跡が認められた (Fig ll)。 なお,東妻中央柱に

あたる位置には掘立柱穴がなく,浅い掘 り込み中に礎

石根回め状の石があつた。そしてこの状況は,東より

3間 日,及び 6間 目の各棟下柱位置にもみられたから,

3間ごとに間仕切の柱があつたかもしれない。

SB 145  R・ V両地区にわたる東西棟 5間 (14.85m)

×2間(594m)の 建物で,平面規模は SB 131と 全 く

等しい。西妻中央柱では径 40cmの掘立柱根が残存し

ていた (Fig.12)。 この柱穴の底は著しく深 く170 cm

もあつた。**

キ 現存部分の上面は第 2次調査水糸より44 cm下で
あるが, これはこの地点と一条通りをへだてた 6A
B卜I地区の地山面の水準高 9Cmょ りかなり低い。
SA 105の 性格がわからないので全くの報像となる

FF

が,当初は少くともその程度の高さがあつたろう。
料 柱穴の底は,地山面よりあずかに下がる。この附
近では盛上が柔いので,他より深く地山章で掘りさ
げたのであ/Dう 9

Fig,12 4/P立柱詳細図-2
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SB 17をA  K地 区にある南北棟 7間 oO.夕9m)× 3間 (8.91m)の西廂付建物で,北より3間には

廂を久く。これは池に規制されたためであろう。柱間は桁行・梁行・廂共 297 cm等間である。柱

穴は身舎の方 lm深 さ 90 cmに たいし,廂では方 80 cm深 さ 40 cmで,後者はやや 小 さ く浅

い。身舎柱穴には柱抜きとりの痕跡があり,改築され SB 177-Bと なる。

SB 186●A  KoM両 地区にある東西棟 7間 (20,79m)× 4間 (11.88m)の両面廂付建物で,柱間は

すべて 297 cm等間である。柱穴は方 120 cm深 さ 100～ 120 cm,身 舎柱穴には柱抜きとりの痕跡

がある。身舎中央桁行方向に約 3m間 隔に径 30 cmあ まりの床束掘 りかたとみられる浅い穴があ

つて, この建物は床を張つていたと推定される。

SB 194-A  K・ M地区にある東西棟 7間 (20.79m)× 2聞 (5,04m)の建物で,桁行柱間は 297 cm

等間,梁行は 252 cm等間である。柱穴は方 120 cm深 さ 80 cmで,柱抜きとり痕跡がある。

SB 201  c地 区で一部発見された東西棟 7間 (20.79m)× 5間 (15,73 1njの 建物で, SB 200に

重複して同位置に建つ。第 7次調査の結果,平面規模が確認され,それによると南北に廂があり,

南面には更に梁間 386 cmの孫廂がとりつ く。主屋の各柱間は桁行梁行とも 297 cm等間である。

柱穴は方 lm余 り深さ約 lmで ぁる。

SB 213  A・ B地区で一部発見された東西棟 7間 (2079m)× 2間 (5.94 1njの建物で,SB 212に

重複して同位置に建つ。大半は未発掘であるが, SB 201と 南北約 11.5mへだて対応しているの

で,SB 201と 桁行柱間は同様と推定した。柱穴は方 131n深さ 90 cmほ どである。

SB 206。 209  G地 区および A・ BoC地区にある南北棟 7間 (20,79m)× 2間 (5,94m)の 建物で,

各柱間は 297 cm等間,SB 209とよ大半が SK 217～20の 壊に重複し,壊埋土に柱穴が掘られる

が両建物の柱穴は全 く同じで,方 lm深 さ 80 cmほ どである。両建物は柱通 りをそろえ南北に並

び,その間隔は柱間 2間分に相当し,一群の建物 として計画造営されたものとみられる。

E ttIW′ 期の遺構

K・ LoM・ N地区に認められる改築は 3棟であるが, この時期に新しく2棟が造営されている。

この新しく造営された建物は 2棟 とも東西棟で,真東西より東がやや南へ偏る方位を示す特徴があ

る。井戸や池はこの期も存続したであろう。各遺構の建て直しのものは当然同じ位置だが規模を縮

少したのもあり相互間隔は異なる。SB nttBと 西の建築群のへだたりは 14mぅ SB■3,186-B,

194-Bは ゃはり妻がほばそろい,それぞれ 20m13.9mと なる。なお新築された SB■ 3と SB

166は東西 4.9mへだたつているが,棟方向はともに東で南に偏る。

SB l13  L・ N地区にある東西棟 6間 (17.82m)× 2間 (56411■jの建物で SB■2の北約 5mの

位置に一部重複して建てられた。桁行柱間は 297 cmの 等間,梁行柱間は西妻で 282 cm等間であ

るが,東妻は妻中央柱がない。柱穴は方 lm深 さ 80 cm,柱穴中には径約 30 cmの柱痕跡の残る

ものもある。

SB 166  L地 区にあつて, SB 167南端と一部重複する東西棟 5間 (13.37m)× 2聞 (594m)の

建物で,桁行柱間は 267 cm等間,梁行柱間は 297 cm等 間である。柱穴は方 80 cm深 さ 50cm

程度。SB■3と は東西にはば 5mへ だたり,南側柱列が同一線上になるように造営されている。

SE 177-B  南北棟 7間 9079m)× 2間 (5,94m)の 建物で,SB 177-Aの西廂を撤去して,その

まま北に lmは ど移して建てられた。身舎の規模はA建物と等しい。柱穴はA建物の柱抜きとり

床張り

孫廟付建物

掘立柱建物

3棟の改築
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穴と重複し,方 lm,深 さ 70 cmほ どでA建物よりも浅い。なお,北妻の柱穴は全 く SB 176柱

穴と重複する。

SB 186-B  東西棟 7間 (20.79m)× 2間 (5,94m)の 建物で, SB 187-Aの 南北両廂を撤去し,

北に lmほ ど移して建てたものである。規模はA建物の身舎と全く等しい。 柱穴はA建物に比ベ

小さく,方 lm深 さ 70 cmで ある。

SB 194-B  東西棟 7間 (20,79m)× 2間 (5,94m)で ,SB 19牛Aの梁間を拡張し,南側柱通 りを

北に 50 cm移 した建物である。ネ各柱間は桁行梁行共 297 cm等間で, 柱穴は方 lm深 さ 70 cm

でA建物より深く,柱抜きとり穴に重複して掘られている。**

F 第 13期 の遺構

この期にはK地区の池は既に埋められ,その上に建物が造営された。発見された建物は 6棟で 3

群に分けられる。何れも掘立柱の抜きとられた痕跡が明らかに知られるものはない。南端の土塁と

濤 (SA 105・ SD 106 B)はなくなつて,その約 10mゴヒに新しく土塁 SA 109カミ造られた。

建築遺構は大別して 3群にわけられる。東半には SB 211その他があり,こ の西に 46mへだて

南北に並ぶ南北棟の SB 182・ 191が ある。建物間隔は 29.lmで東側柱列がそろう。SB 182の西

には SB■ 6・ 135。 146の 一群の建物があり, その相互間隔はそれぞれ東から 10.2m, 6.4mで ,

SB l16・ 146の北妻は SB 135の南側柱列とそろう。 SB■ 6。 146の 間隔は 24.4mである。また

SB l16・ 182は 10.3mツヘ、だたつてやヽる。

SA 109  南北に溝を配した幅 3m余 りの東西にのびる土塁で,NoV両 地区の南部で発見され

たが,J地 区には延びない。北溝は幅約 3m深 さ約 50 cmほ ど,南溝は幅約 2m深 さ約 50 cmほ

どで,いずれも溝底は東が高 く西へ低い。土塁は上部を削平されている。主として北溝底から土器

の出上がみられた。この SA 109と 平行して約 4a■ 南に幅 lmの SD 108がある。

SB l16  N・ O地区にあり,南妻が SB l12妻 中央柱穴に重複す る南北棟 5間 (13.60m)× 3間

(8.22m)の 西廂付建物で,桁行柱間は 272 cm等間,身舎梁間は 242 cm,廂の染間は 337 cmであ

る。柱穴は方 80 cm深 さ 70cmほ どで, 大部分に径 30 cmの柱痕跡が残つていた。この建1/4は

床があつたらしく,径 50 cmの床束穴が身舎中央南北に約 3m間 隔で並が。建物の周囲に側柱心

より 120 cmへだてて雨落濤とみられる幅 30 cmは どの濤がめぐつている。 この溝には多数の土

器が埋没されていた。

SB 135  o地区にある東西棟 3間 (7.88m)× 1間 (3.51m)の 建物で,桁行寸尺は中央間が広 く

272 cm,両脇間は 258 cmで ある。
***柱穴は方 80 cm深 さ 40 cmで ,径約 30 cmの柱痕跡が認

められ,中に柱根を残すものもあつた。

SB 146  R地区にある南北棟 5間 (1115m)× 2間 (4.46m)の 建物で, 各柱間は 223 cm等 間で

ある。柱穴は方 80 cm深 さ 50 mc程度。以上の 3棟の建物は,北妻と南側柱の柱通 りがほぼそろ

い, 1組のものとして計画されたようで,SB l16建物は西廂を正面にしたものと考えられる。

* 南側柱列は A.Bの柱人が全く重なつているが,
柱間寸尺を完数の10尺 (こ こでは天平尺)と 仮定す

ると北側柱列との関係で50cmずれたことになる①
Ⅲ* 日0述の SB 143ャ k, この SB 194-B と′ュぼ柱通

りが揃 い, まだ梁間も SB 19牛Aょ りとしろ Bに

どε

近似している。 この点を考慮すれば,第 Ⅱ翌′期に

造営されたものともみられるが, SB 13Ⅲ 145に対

応している点を重視して第 Ⅱ翌期のものと考えた。

*:キ この建物は西妻を確認していないが両脇間に比べ

て中央間が広いので,桁行は 3間 と考えられる。



第Ⅳ章 遺  跡

SE 182  L地区にある南北椋 5間 (11.44n■D× 3間 (3.56m)の東廂付建物で, 身舎柱間は桁行梁

行共 223 cm等間,廂の梁間は 327 cmである。柱穴は身舎で方60 cm深 さ 70 cm,廂で方 50 cm

深さ 40 cm。

SB 191  KoM両 地区にある南北棟 5間 (11,87m)× 4間 (1158m)の東西両廂付建物で, 身舎の

桁行柱聞は 237 cm等間テ梁間は 223 cm,廂の梁間は両面共 356 cnfIで ある。柱穴は身舎方 lm

深さ 60 cm,廂方 50 cm深 さ 20 cmで小さい。身舎中央南端に 3間 (408m)× 2間 (272m)の SB

192が ある。柱穴は径 50 cm深さ 30c魚 ほどである。以上 2棟の建物は南北 29.lmへだたり束

側柱通 りが比較的そろうので,東を正面とする1群の建物として造営されたものであろう。

SB 21l  A・ B地区にあ り,SB 209と 重複する東西棟 5間 (11.88→ ×4間 (11.58 1njの両面廂付

建物で,桁行柱間は 238 cm等 間,梁行柱間は身舎 238 cm等間, 北廂 359 cm, 南廂 326 cmで

ある。柱穴は方 80 cm深 さ 15～ 50 cmだ が南廂柱穴は慨して浅い。南側や束妻の一部の柱穴底に

は径 30 cm余 の上面の平な石が礎盤状に据えられていた。この建物は第 7次調査で発見された SB

327建物と桁行が等しく妻柱通 りもほぼそろい,一群の建物として造営されたものであろう。

G 第 Ⅲ期 の遺構

この整地層上で発見できた建物は僅かに 2棟で意外に少なく,他は 3列の柵である。

柵列の東西間隔は,時期的に異るが平行する SA 120。 121は 1.5m,SA 121・233は約 62mあ

る。SA 233柵は 6 ABN区の調査では発見されず, 6 ABO区北限の道で終るものとみられる。

調査地の中央を通る道の下にも同様な柵の存在が想像される。 2棟の南北棟建物は西面を正面とし

たらしく西側柱がそろう。 相互間隔は 8.8mでぅ西側柱列は柵より 7.9mへだたつている。なお

南端の土塁 SA 109は この期にも存続した。

SA 120  0。 W地区の南北に連なる掘立柱列で,方位は真南北に対し北でやや東偏する。柱間は

不同でほぼ 300 cmである。北は SB 143。 194の南側柱列に至 り,南は調査地外までのび,検出し

た長さは 38mに及摩。柱穴は方 80 cm深 さ 50 cmで径 35 cmほ どの柱痕跡が認められた。

SA 121  0・囀地区にあ りSA 121の約 1.5m西に平行し,柱列の方位は真南】ヒに対して】ヒでや

や東に偏つている。柱間は不同だが SA 120同様ほぼ 300 cmである。柱穴は 80 cm× 100 cm深

さ 50 cmで ,径 35 cmの柱痕跡の残るものもある。

SA 233  1地区にある南北に連なる掘立柱列で,柱間は等間の 297 cmで ある。6 ABN区 の発

掘では北の延長部分が検出されず, 柱列は北にのびていないことが確認された。柱穴は方 lm深

さ 50 cmで ある。造営時期が異つているが,東の SB 206。 SB 209と柱位置がそろつている。

SA 203  C地区南端にある2列の小掘立柱列で,南北に 5.7mi/kど へだたつている。柱間は130

cmほ ど, 柱穴は径 50 cm弱,深 さ 10 Cmで ,なかに径 14 cmの柱痕跡を留めるものがある。

SB 236  1地区にある南北棟 4間 (1128m)× 2 Flal(534m)の 建物で,桁行柱間は中央 2間,252

cm,両端 2間 312 cm,梁間は 267 cmで ある。柱穴は方 80 cm深 さ 50 cmほ どである。

SB 246  」地区にある南北棟 5間 (11.88m)× 2間 (446m)の建4/2で,柱間は桁行 238 cm, 梁行

223c五
´
等間である。各柱穴は方 80cm深 さ 50 cmで径 25～30 cmの 柱痕跡がある。 北妻には

238 cmへだて,柱通 りに揃 う柱穴がありぅ方 1間分の小部屋が付属したのであろう。

SK 234  SA 233・ SB 236東側柱列に重複し柱穴を被 う東西約 6m南 北約 33m深 さ約 40 cm

礎盤状の石

掘立柱建物

IHH
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の長い土羨で,上器・瓦などが出上した。おそらく塵芥処理の土残であろう。

土躾   SK 238  1地 区西南隅からJ地区西辺へ連続する土残で,西辺は現道路下にあり南北は約 44m

である。土器・瓦・麻布片が出土しており,SK 234と 同時期同性格のものであるう。

SK 137・138 o地 区中央に   Fig。 13八 角 柱 香 石 実 測 図

15mほ ど隔たつて東西にあ

る方 1.5m深 さ50 cmほ どの

城で,一辺に 6角形を三分し

た形の切欠きのある約 55 cm

厚さ 25cmほ どの四角な凝灰

岩が埋没されていた。 2つの

切欠きを相対して並べ,間に

小さな石を仮定すると,33cm

の方形を大面取りし,面内20

多量の上器
の出土

cmに作つた形の穴が考えられる。 この使途は不明であるが,八角柱をはめこんだ沓石状のものと

思われる。なおこれと同種の凝灰岩が SB 131の 東 1南 3の柱穴からも出土したが, この方は穴が

円形 (径 30 cm)で ある (Fig 13)。

SK 140  東西約 3.8m南北約 5.6m深 さ 35 cmの 土羨で, 壊内から,流入した少量の上砂の

ほか,土師器を主体とするほぼ完形の土器のみが,周囲から投げこまれた状況で多量に発見された

束の SK 139も ほぼ同様な土躾だが完掘にいたらなかつた。

SK 148  Q地 区中央附近にある径 lm深さ 20 cn■ ほどの上疲で, 羨内から土器が出上した。

SK 147  Q地区の西よりにほぼ南北にのびる溝状遺構で多量に瓦の出土をみた。】ヒ端が とざさ

れていて濤とは考えられず,性格はよくわからない。

H 平城宮以後の遺構

以上記述した遺構は直接平城宮と関連あるものと考えられるが,その他明らかに時期のおくれる

遺構で,特に著しいものを以下述べよう。

SE 168 B・ C  L地区の井戸はその後 2度にわたつて改造されている。出土土器や第 7次調査発

見の井戸 SE 272 BoSE 31l Bと の構造上の差異から, 9世紀前半以後に改造されたものとみられ

る。*SE 168-Bは ,A井戸枠組の下 3段を残して上部を取りはらい,底部をさらえて,枠組内 4隅

に径 20 cmの 丸太材を掘立て,その隅柱の上部に胴貫を通し枠を組み, 枠外にA井戸残存部分に

接して横板を並べ,その外を竪板で押えた構造のものとおもわれる。SE 168-Cは 内法約 lmほ ど

で, さらにB井戸の内側に造られた。隅に方 15 cmの角材を掘立て,上下 2段以上に胴貫を通し,

井戸底より竪板を並べたもので,各面筋違いを入れ変形を防いでいた (PLAN 12)。 C井戸材はB井

戸材を一部転用したらしく類似の材も使われていたが,主構造材をなす柱
。竪板はアカマツで,B

井戸のヒノキと異なる。 BoC両井戸からは次のような建築廃材の転用材が認められた (Fig 15)。

1 床板 (B井戸横板)長 171.5cm幅 27 cm。 両側に千切のための 6.5× 2.0× 5.5～ 7.Ocmの 柄穴

改造された
井戸

半 SE 272,SE 311の 改造B井戸は, 各々のA井戸   隅柱式のものでない。

と同様に丼籠組であつて,SE 168 B,Cの ような4

を8

転用建築材
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Fig.14井 戸 出 上 転 用 古 材
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があり,復原長は 209 cm以上である。

2 柱 (B井戸隅柱)長 198 cm径 20 cm。 井戸の胴貫楠穴の他に 5,0× 5.Ocmの 壁聞渡穴が 60 cm

間隔にある。もとは径 33 cmほ どの柱で,片方が壁であつたと推定される。

3 極 (C井戸胴貫)長 さ 1.2cm断面 5,6× 7.Ocm。 上面に 66c血 間隔に 5,0× 5.0× 2.5cmの え

つ り穴あり,端部に旧木口及び茅負釘穴が残る。桁にとめた釘穴がないから旧軒出は 115 cm以上

であつたと考えられる。

4 長押 (C井戸竪働  長 147.5cm幅 12.6cm厚 3.Ocm。 長 61c伍 幅 12.2cmの 2枚がある。

径 21 cmの 柱にとりつ く切日長押と考えられるが, 端部下端の 7.0× 4,Ocmの 仕日切 り
かきは用

途を定め難い。

5 扉 (c井戸竪板)長 83.5cm幅 31 cm厚 1.3cm。  2.6× 2.2cmの鍵孔があり,幅 3cmの端

喰がつ く。喋番取付痕も残 り,扉全長 96 cmほ どと推定される。厨子の扉であろうか。

F石  .: :          .~
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